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調査結果ニュースリリース 
 

2015年4月21日 

報道関係各位 

「ソーシャルビジネス・社会貢献活動に関するビジネスパーソンの意識調査」 

ソーシャルビジネスの認知率63%も、理解率は9% 

“ソーシャルビジネスを起業してみたい”ビジネスパーソンの5人に1人、 

年収1,000万円以上は4割 

有給休暇取得率UPで社会貢献活動が活性化？社会貢献活動がしやすい職場環境とは？ 

「売上の一部を寄附する商品を優先して購買したい」64% 

「低価格・高品質でも、ブラック企業の商品は購買しない」13% 
 

メディケア生命保険株式会社（http://www.medicarelife.com/）（本社：東京都江東区、取締役社長：高尾延治）

は、「ソーシャルビジネス・社会貢献活動に関する意識調査」をインターネットリサーチにより、2015年3月30日～3

月31日の2日間において実施し、20～59歳のビジネスパーソン1,000名の有効サンプルを集計いたしました。（調査

協力機関：ネットエイジア株式会社） 

 

《ビジネスパーソンの社会参加意識と社会問題への関心》・・・・・・・P.2-3 

・「自分の仕事が社会の役に立っていると感じる」58% 社会参加の実感が仕事のやりがいに繋がる傾向 

・ビジネスパーソンが関心のある社会問題 「高齢化」「少子化・晩婚化」「食の安全」 

「経済的不平等」は 26%、「いじめ・自殺問題」は 23%、「独居老人・孤独死」は 20%が関心を抱く！ 

ビジネスウーマンの 26%は「女性の社会進出」に関心、20 代の 30%は「ブラック企業問題」に関心 

 

《ソーシャルビジネスへの関心》・・・・・・・P.4-5 

・ソーシャルビジネスの認知率 63%も、理解率は 9% 

・“ソーシャルビジネスで働いてみたい”ビジネスパーソンの 3 人に 1 人 

・“ソーシャルビジネスを起業してみたい”ビジネスパーソンの 5 人に 1 人、年収 1,000 万円以上は 4 割 

・社会的に必要だと思うソーシャルビジネス 

1 位「病児保育支援ビジネス」、2 位「職人の後継者探し・職業観育成ビジネス」、3 位「就農支援ビジネス」 

 

《ビジネスパーソンの社会貢献活動》・・・・・・・P.6-7 

・「行政だけに頼っていたら、社会問題の解決は難しい」84% 

・社会貢献活動の参加経験「寄附」46%、「献血」34%、「物資援助」11%、長期的な取り組みは経験率が低め 

・ビジネスパーソンの 3 割が「社会貢献活動の経験なし」、4 割半が「今後 1 年以内の参加意向なし」 

・社会貢献活動参加のハードル 「自分や家族のことで手一杯」44%、「興味なし」41% 

・経験者が社会貢献活動を継続できない要因 「時間が確保できない」38% 

・有給休暇取得率 UP で社会貢献活動が活性化？社会貢献活動がしやすい職場環境とは？ 

 

《消費者として応援する社会貢献活動》・・・・・・・P.8-10 

・「売上の一部を寄附する商品を優先して購買したい」64%、社会貢献活動に参加意向がない方でも 44% 

・「環境負荷の少ない商品を優先して購買したい」68%、「フェアトレードマークの付いた商品」は 66% 

・ビジネスパーソンにはコーズ・リレーテッド・マーケティングが効く？ブラック企業に対しては不買？ 

「社会貢献活動に力を入れる企業の商品を優先して購買したい」62%、 

「低価格・高品質でも、ブラック企業の商品は購買しない」13% 

・社会貢献活動で日本をリードする企業は？1 位「トヨタ自動車」2 位「サントリー」 

他方で、「社会貢献活動に力を入れている企業が思いつかない」方が半数以上 
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調査結果ニュースリリース 
 

 
 

ビジネスパーソンを指して、“社会人”と表現することがあります。就業という形で、社会を構成する一員としての

役割を果たしているために“社会人”と呼ばれるようですが、ビジネスパーソンは仕事や仕事以外の面で、どのよう

に社会と関わっているのでしょうか。そこで、“社会貢献活動”や昨今注目を集める“ソーシャルビジネス”について、

社会人の意識を探るべく、20～59歳のビジネスパーソン1,000名（全回答者）に、「ソーシャルビジネス・社会貢献活

動に関する意識調査」を行いました。 

 

◆「自分の仕事が社会の役に立っていると感じる」58% 社会参加の実感が仕事のやりがいに繋がる傾向 

◆ビジネスパーソンが関心のある社会問題 「高齢化」「少子化・晩婚化」「食の安全」 

「経済的不平等」は26%、「いじめ・自殺問題」は23%、「独居老人・孤独死」は20%が関心を抱く！ 

ビジネスウーマンの26%は「女性の社会進出」に関心、20代の30%は「ブラック企業問題」に関心 

はじめに、全回答者（1,000 名）に対し、社会参加の実感について、《自分の仕事が、社会の役に立っていると感

じる》か聞いたところ、『そう思う』(「非常にそう思う」+「ややそう思う」)が 57.8%、『そう思わない』(「全くそう思わない」

+「あまりそう思わない」)が 42.2%となりました。 

職業別にみると、会社員(正規)では『そう思う』が 56.5%となり、公務員・団体職員(78.5%)と比較すると、民間企業

に勤める方は社会参加の実感が低い傾向が窺えました。また、同じ会社員でも、会社員(派遣・契約)では、『そう

思う』が 46.5%と、正規社員よりさらに低くなりました。 
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会社員（派遣・契約）【n=168】

公務員・団体職員【n=93】
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◆仕事や勤め先組織の社会参加についての意識 （各単一回答形式）

非常にそう思う ややそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

自分の仕事が、社会の役に立っていると感じる

組織の事業が、社会の役に立っていると感じる

組織が社会貢献活動に力を入れていると感じる

職
業
別

職
業
別

職
業
別

※専門職は参考値(n数が小さいため)

57.8 42.2

56.5 43.5

46.5 53.6

78.5 21.5

89.3 10.7

62.9 37.1

61.7 38.3

54.7 45.2

80.6 19.3

82.1 17.9

35.8 64.2

34.8 65.2

28.6 71.4

52.7 47.3

50.0 50.0

そう思う

(計)

そう

思わない

(計)
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また、《仕事にやりがいを感じている》か聞いたところ、『そう思う』が 50.4%となりました。この結果を、自分の仕事

が、社会の役に立っていると感じる方と感じない方とで比較すると、役に立っていると感じる方は『そう思う』が

74.6%、感じない方は『そう思う』が 17.3%となりました。仕事を通じた社会参加の実感は、仕事のやりがいに影響を

与えるようです。 
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16.1 

35.0 
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自分の仕事が、社会の役に

立っていると感じる【n=578】

自分の仕事が、社会の役に

立っていると感じない【n=422】

◆仕事のやりがいについての意識 （単一回答形式）

非常にそう思う ややそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

仕事にやりがいを感じている

社
会
参
加

意
識
別

50.4 49.6

74.6 25.4

17.3 82.7

そう思う

(計)

そう

思わない

(計)

 
 

次に、様々な社会問題のなかで、関心を抱いているものは何か聞いたところ、「高齢化」が 44.0%で最も高く、次

いで、「少子化・晩婚化」が 38.5%で続きました。以下 2 割台で、「食の安全」(28.9%)、「エネルギー・環境問題」

(28.8%)、「介護・福祉(障害者や高齢者支援)」(27.5%)、「経済的不平等(貧富の格差)」(25.6%)、「ブラック企業問題

(過労死、サービス残業など)」(23.8%)、「いじめ・自殺問題」(22.9%)、「独居老人・孤独死」(20.4%)が続きます。 

男女別にみると、男性は「エネルギー・環境問題」が 34.8%で女性(22.8%)よりも高く、女性は「女性の社会進出・

家事分担」が 26.4%で男性(8.6%)よりも高くなりました。 

年代別にみると、20代や30代の若年層では、「ブラック企業問題」(20代30.4%、30代27.2%)や、「女性の社会進

出・家事分担」(20 代 25.2%、30 代 23.2%)などの、“労働環境”関連の社会問題への関心が他の年代よりも高くなっ

ています。他方で、50 代では、「高齢化」(59.2%)や「介護・福祉」(39.6%)、「独居老人・孤独死」(29.2%)といった、“高

齢化社会”関連の社会問題への関心が他の年代よりも高くなりました。 

44.0 
38.5 

28.9 28.8 27.5 25.6 23.8 22.9 20.4 17.8 17.5 17.5 14.8 13.1 12.9 

0%

25%

50%

75%

100%

◆関心を抱いている社会問題 （複数回答形式） ※上位15位まで抜粋

全体【n=1000】

n数

高

齢

化

少

子

化

・

晩

婚

化

食

の

安

全

エ

ネ

ル

ギ

ー

・

環

境

問

題

介

護

・

福

祉

(

障

害

者

や

高

齢

者

支

援

)

経

済

的

不

平

等

(

貧

富

の

格

差

)

ブ

ラ

ッ
ク

企

業

問

題

(

過

労

死

、

　

サ

ー

ビ

ス

残

業

な

ど

)

い

じ

め

・

自

殺

問

題

独

居

老

人

・

孤

独

死

情

報

漏

え

い

・

サ

イ

バ

ー
テ

ロ

女

性

の

社

会

進

出

・

家

事

分

担

災

害

か

ら

の

復

興

過

疎

・

過

密

(

人

口

の

都

市

へ

の

集

中

)

ひ

き

こ

も

り

問

題

後

継

者

不

足

(

職

人

、

一

次

産

業

な

ど

)
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◆ソーシャルビジネスの認知率63%も、理解率は9% 

◆“ソーシャルビジネスで働いてみたい”ビジネスパーソンの3人に1人 

◆“ソーシャルビジネスを起業してみたい”ビジネスパーソンの 5人に 1人、年収 1,000 万円以上は 4割 

◆社会的に必要だと思うソーシャルビジネス 

1 位「病児保育支援ビジネス」、2 位「職人の後継者探し・職業観育成ビジネス」、3 位「就農支援ビジネス」 

続いて、昨今注目を集める“ソーシャルビジネス”について、どの程度認知されているのか、質問を行いました。 

全回答者(1,000 名)に対し、ソーシャルビジネス(社会的企業/起業)を知っているか聞いたところ、「どのようなも

のか知っている」が 8.9%、「聞いたことがある程度」が 53.9%となり、これらを合計したソーシャルビジネスの認知率

は 62.8%となりました。ソーシャルビジネスがどのようなものなのか、という理解は進んでいないものの、過半数の

ビジネスパーソンは、何らかの形でこの言葉を耳目にした記憶があるようです。 
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◆ソーシャルビジネス（社会的企業/起業）を知っているか （単一回答形式）

どのようなものか知っている 聞いたことがある程度 全く知らない

認知

(計)

62.8

65.6

60.0

57.6

55.6

67.6

70.4

男
女
別

年
代
別

 
それでは、ビジネスパーソンはソーシャルビジネスに対し、どの程度関心を抱くのでしょうか。ソーシャルビジネ

スについての説明(※)を行ったうえで、考えを聞きました。 

 

※回答者への説明内容： 

ソーシャルビジネス(社会的企業/起業)とは…… 

収益を確保しながら、社会問題の解決を目指す活動の総称です。利益の追求ではなく、社会問題の解決を事業の目的としていますが、

その活動資金を寄附や助成金に頼るのではなく、ビジネスとして自ら稼ぎ出すことで持続可能な課題解決を行おうとする活動です。 

 

ソーシャルビジネスの手法で産み出されたサービスの利用意向、ソーシャルビジネスでの就労意向、ソーシャル

ビジネスの起業意向についてそれぞれ質問したところ、利用意向は 47.7%、就労意向は 34.1%、起業意向は 20.4%

となりました。およそ 3人に 1 人がソーシャルビジネスで働いてみたい、5 人に 1人がソーシャルビジネスで起業し

たいと感じているようです。 

男女・年代別にみると、30 代男性は就労意向が 39.2%と他の層よりも高くなりました。また、起業意向では 20 代

男性・30 代男性のおよそ 4人に 1人の割合(ともに 26.4%)となっています。 

また、個人年収別でみると、年収 1,000 万円以上の層では、利用意向(62.2%)、就労意向(54.0%)、起業意向

(40.5%)のいずれもが他の年収層よりも高くなりました。 
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◆ソーシャルビジネスへの関心 （各単一回答形式※）

ソーシャルビジネスのサービスを利用してみたい ソーシャルビジネスで働いてみたい ソーシャルビジネスを起業してみたい
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20.0 

23.2 

17.6 

15.2 

16.8 

17.6 
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男
女
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代
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62.2 

38.8 

34.1 

38.8 

34.5 

33.6 

36.7 

33.3 

32.1 

54.0 

20.4 

20.4 

14.6 

17.9 

17.3 

29.0 

23.7 

23.0 

40.5 

11.8 

0% 50% 100%

全体【n=1000】

200万円未満

【n=103】

200万円台

【n=206】

300万円台

【n=208】

400万円台

【n=131】

5・600万円台

【n=135】

7・8・900万円台

【n=87】

1000万円以上

【n=37】

無回答【n=93】

個
人
年
収
別

※「そう思う」と回答した割合を抜粋して表示

 
 

昨今では、ソーシャルビジネスに先進的に取り組む事業者の様子がメディアで報道される機会も増えてきました。

ビジネスパーソンはどのようなソーシャルビジネスの取り組みに共感を覚えるのでしょうか。 

ソーシャルビジネスの具体例を挙げて、社会的に必要だと思うソーシャルビジネスを聞いたところ、「地域で子育

て経験者を保育スタッフとして登録し、病気の子どもを自宅で預かるビジネス(病児保育支援)」が33.7%で最も高く、

次いで「職人が技術を教える制作体験学習業を提供するビジネス(職人の後継者探し・職業観育成)」が26.5%、「農

業に憧れる人を開墾体験ツアーで集め、限界集落の遊休農地を有効活用するビジネス(就農支援)」が 25.0%で続

きました。 

男女別にみると、女性は「抗がん剤の副作用に悩む人々に人毛ウィッグを販売するなど、地域の医療関係者と

連携し、患者さんの不便を解決していくビジネス」が 22.2%で、男性(11.8%)よりも高くなりました。 

0%

25%

50%

◆社会的に必要だと思うソーシャルビジネス （複数回答形式）※上位10位まで抜粋

全体【n=1000】 男性【n=500】 女性【n=500】

地域で子

育て経験

者を保育ス

タッフとし

て登録し、

病気の子ど

もを自宅で

預かるビジ

ネス(病児

保育支援)

職人が技術

を教える制

作体験学

習業を提供

するビジネ

ス(職人の

後継者探

し・職業観

育成)

農業に憧れ

る人を開墾

体験ツアー

で集め、限

界集落の

遊休農地を

有効活用

するビジネ

ス(就農支

援)

ひきこもり

の人々が集

う場を提供

し、自宅で

就労可能

なIT関連の

仕事を提供

するビジネ

ス

障害者のた

めのパソコ

ン教室から

就労支援ま

でを一貫し

てサポート

するビジネ

ス(障害者

の就労支

援)

卸売市場

から廃棄さ

れる果物や

野菜を使っ

て保存食を

製造、販売

するビジネ

ス(食品ロ

スの削減)

有機野菜

や自然食

品を規格外

であっても

生産者から

全量仕入

れ、会員に

宅配するビ

ジネス

抗がん剤の

副作用に悩

む人々に人

毛ウィッグを

販売するな

ど、地域の

医療関係

者と連携

し、患者さ

んの不便を

解決してい

くビジネス

開発途上

国の低所

得者層向

けに安価な

照明と携帯

電話製品を

提供するビ

ジネス(エ

ネルギー貧

困対策)

地域の葉っ

ぱや草花を

料亭やホテ

ル・旅館で

使われる料

理の「つま

もの」として

出荷するビ

ジネス(高

齢者の就労

支援)
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調査結果ニュースリリース 
 

◆「行政だけに頼っていたら、社会問題の解決は難しい」84% 

◆社会貢献活動の参加経験「寄附」46%、「献血」34%、「物資援助」11%、長期的な取り組みは経験率が低め 

◆ビジネスパーソンの 3割が「社会貢献活動の経験なし」、4 割半が「今後 1年以内の参加意向なし」 

◆社会貢献活動参加のハードル 「自分や家族のことで手一杯」44%、「興味なし」41% 

経験者が社会貢献活動を継続できない要因 「時間が確保できない」38% 

◆有給休暇取得率 UP で社会貢献活動が活性化？社会貢献活動がしやすい職場環境とは？ 

全回答者(1,000 名)に対し、《行政だけに頼っていたら、社会問題の解決は難しい》と思うか聞いたところ、『そう

思う』が 83.8%となりました。社会問題の解決には行政の取り組みに任せるだけでは不十分だ、とする意識を持つ

方が多い様子が窺えます。 

26.3

26.2

26.4

27.2

23.6

27.2

27.2

57.5 

57.6 

57.4 

53.2 

58.8 

56.0 

62.0 

11.6 

11.8 

11.4 

12.8 

12.0 

12.0 

9.6 

4.6 

4.4 

4.8 

6.8 

5.6 

4.8 

1.2 

0% 50% 100%

全体【n=1000】

男性【n=500】

女性【n=500】

20代【n=250】

30代【n=250】

40代【n=250】

50代【n=250】

◆「行政だけに頼っていたら、社会問題の解決は難しい」と思うか （単一回答形式）

非常にそう思う ややそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

そう思う

(計)

そう

思わない

(計)

83.8 16.2

83.8 16.2

83.8 16.2

80.4 19.6

82.4 17.6

83.2 16.8

89.2 10.8

男
女
別

年
代
別

 
 

続いて、社会貢献活動について、どのような活動に参加した経験があるか聞いたところ、「寄附」が 45.7%で最も

高く、次いで「献血」が 34.4%、「物資援助」が11.1%、「公共の場所の美化(花植えや清掃)」が 10.4%で続きました。上

位には、比較的短時間で完結する社会貢献活動が多く、そのほかの社会貢献活動、例えば「見守りや声かけ」

(6.1%)や「被災地のボランティア」(5.0%)、「消防団や青年団などの地域活動」(3.2%)は 1 割未満となっています。また、

いずれの社会貢献活動の経験もないとする「特になし」は 30.0%となりました。 

また、今後1年の間に、(再度)参加したい社会貢献活動について聞いたところ、「寄附」が24.3%、「献血」が19.9%

で、そのほかは 1割未満となり、いずれの社会貢献活動の参加意向もないとする「特になし」は 46.0%でした。 

0%

30%

60%

◆社会貢献活動の参加経験／参加意向 （各複数回答形式）

参加した経験がある社会貢献活動：全体【n=1000】 今後1年の間に、(再度)参加したい社会貢献活動：全体【n=1000】

寄

附

献

血

物

資

援

助

公

共

の

場

所

の

美

化

(

花

植

え

や

清

掃

)

見

守

り

や

声

か

け

交

通

安

全

運

動

被

災

地

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ
ア

チ

ャ
リ

テ

ィ
ー
イ

ベ

ン

ト

(

ス

タ

ッ

フ

と

し

て

参

加

)

ボ

ラ

ン

テ

ィ
ア

の

　

支

援

活

動

福

祉

施

設

な

ど

で

の

　

介

護

補

助

ス

ポ

ー
ツ

指

導

(

学

校

の

部

活

動

や

　

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

な

ど

)

消

防

団

や

青

年

団

な

ど

の

　

地

域

活

動

レ

ク

リ

エ

ー
シ

ョ
ン

指

導

(

ボ

ー

イ

ス

カ

ウ

ト

な

ど

)

文

化

の

保

護

、
伝

承

活

動

そ

の

他

の

社

会

貢

献

活

動

特

に

な

し
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多くの方が行政の取り組みに任せるだけでは社会問題の解決に繋がらないと感じていながらも、行動に移せて

いなかったり、参加意欲がわかなかったりするのには、どういった障害があるのでしょうか。 

これまでに社会貢献活動の参加経験がない方、または、今後 1 年の間に参加意向のない方(485 名)に対し、社

会貢献活動に参加したことがない、参加したいと思えない要因を聞いたところ、「自分や家族の生活のことで手一

杯」が 44.1%、「興味・関心がわかない」が 41.0%、「時間が確保できない」が 26.2%、「活動資金が確保できない」が

13.4%、「どうやって始めてよいかわからない」が 10.1%で続きました。 

社会貢献活動の経験があり、今後 1 年の間に参加意向がない方の回答に注目すると、「自分や家族の生活の

ことで手一杯」が 60.5%で最も高く、「時間が確保できない」が 38.4%で続いています。社会貢献活動に注力する心

理的、時間的な余裕のなさが、社会貢献活動の継続・定着を妨げている様子が窺えました。 

44.1 41.0 

26.2 
13.4 10.1 5.8 5.8 3.7 1.2 0.6 

0%

25%

50%

75%

100%

◆社会貢献活動に参加したことがない、参加したいと思えない要因 （複数回答形式）

※対象：これまでに社会貢献活動の参加経験がない方、または、今後1年の間に参加意向のない方

全体【n=485】

n数

自

分

や

家

族

の

　

生

活

の

こ

と

で

　

　

手

一

杯

興

味

・

関

心

が

　

わ

か

な

い

時

間

が

確

保

で

き

な

い

活

動

資

金

が

　

確

保

で

き

な

い

ど

う

や

っ
て

　

始

め

て

よ

い

か

　

　

わ

か

ら

な

い

成

果

が

み

え

な

い

自

分

が

参

加

す

る

　

必

要

は

な

い

　

(

参

加

し

て

も

何

も

　

　

変

わ

ら

な

い

)

逆

に

、
迷

惑

を

か

け

て

　

し

ま

い

そ

う

社

会

貢

献

は

　

国

が

や

る

も

の

　

　

だ

と

思

う

そ

の

他

全体 485 44.1 41.0 26.2 13.4 10.1 5.8 5.8 3.7 1.2 0.6

経験あり:意向なし 185 60.5 22.2 38.4 19.5 12.4 9.2 8.1 6.5 1.6 1.1

経験なし:意向あり 25 44.0 12.0 28.0 16.0 24.0 12.0 4.0 4.0 4.0 -

経験なし:意向なし 275 33.1 56.4 17.8 9.1 7.3 2.9 4.4 1.8 0.7 0.4

(％)

社

会

貢

献

経

験

×

意

向

※ ・・・全体比+10pt以上 ・・・全体比+5pt以上 ・・・全体比-5pt以下 ・・・全体比-10pt以下 ・・・参考値(n数が小さいため)  
 

それでは、今よりもっと社会貢献活動がしやすい環境になるためには、職場にどういった変化や制度が求めら

れているのでしょうか。全回答者(1,000名)に聞いたところ、「有給休暇を取得しやすくする」が32.6%で最も高く、「ボ

ランティア休暇」が 28.9%、「昇給」が 24.4%、「柔軟な勤務時間(フレックスタイム制など)」が 22.4%、「長期休暇(1 ヵ月

間などのまとまった休みが取れる)」が 21.9%、「社会貢献手当」が 21.4%で続きました。上位には時間の確保に関連

する変化・制度が散見されています。このような職場の変化や制度の策定によって時間的な余裕が確保されれば、

社会貢献活動に前向きになるビジネスパーソンが今よりもっと増えるのではないでしょうか。 

32.6 28.9 
24.4 22.4 21.9 21.4 

18.8 

12.4 11.1 
8.7 7.4 5.5 

0.0 

27.0 

0%

25%

50%

◆（今よりもっと）社会貢献活動がしやすくなる職場の変化や制度 （複数回答形式）

全体【n=1000】

有

給

休

暇

を

　

取

得

し

や

す

く

す

る

ボ

ラ

ン

テ

ィ
ア

休

暇

昇

給

柔

軟

な

勤

務

時

間

(

フ

レ

ッ

ク

ス

タ

イ

ム

制

な

ど

)

長

期

休

暇

(

1

ヵ

月

間

な

ど

の

 

ま

と

ま

っ

た

休

み

が

取

れ

る

)

社

会

貢

献

手

当

労

働

時

間

の

適

正

化

(

長

時

間

労

働

な

ど

の

抑

止

)

ボ

ラ

ン

テ

ィ
ア

休

職

活

動

資

金

援

助

職

場

主

導

で

 

参

加

者

を

募

る

職

場

で

参

加

仲

間

を

 

募

り

易

い

シ

ス

テ

ム

社

会

貢

献

参

加

に

つ

い

て

、

 

理

解

を

高

め

る

研

修

そ

の

他

特

に

な

し
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◆「売上の一部を寄附する商品を優先して購買したい」64%、社会貢献活動に参加意向がない方でも 44% 

◆「環境負荷の少ない商品を優先して購買したい」68%、「フェアトレードマークの付いた商品」は 66% 

◆ビジネスパーソンにはコーズ・リレーテッド・マーケティングが効く？ブラック企業に対しては不買？ 

「社会貢献活動に力を入れる企業の商品を優先して購買したい」62%、 

「低価格・高品質でも、ブラック企業の商品は購買しない」13% 

◆社会貢献活動で日本をリードする企業は？1位「トヨタ自動車」2 位「サントリー」 

他方で、「社会貢献活動に力を入れている企業が思いつかない」方が半数以上 

それでは、ビジネスパーソンは、社会貢献活動を行う企業を消費者として応援したいという意識をどの程度もっ

ているのでしょうか。全回答者(1,000 名)に対し、購買することで社会貢献活動に繋がる商品について、どの程度、

購買時に考慮するか聞いたところ、《売上の一部を寄附する商品》では、「競合商品より多少高かったり、多少不

便だったりしても、優先して買いたい」が 9.4%、「競合商品と同程度の価格・品質であれば、優先して買いたい」が

54.6%となり、合わせると『優先して買いたい』が 6割半(64.0%)となりました。 

また、今後 1 年の間に社会貢献活動の参加意向がある方は『優先して買いたい』が 81.1%、参加意向がない方

でも『優先して買いたい』が 43.9%となっています。時間の確保が難しい、などの理由から社会貢献活動に参加でき

ない方も、消費者として購買を通して社会貢献したいと考えている方が多いのではないでしょうか。 

そのほか、《環境負荷に配慮した商品(エコパッケージなど)》では『優先して買いたい』が 68.0%、《フェアトレード

マーク(※)のついた商品》では『優先して買いたい』が 65.9%となりました。 

※原料や製品を適正な価格・長期的な取引で購入し、生産者を支援していることを保証するマーク 

9.4

15.2

2.6

9.3

13.9

3.9

9.7

14.6

3.9

54.6 

65.9 

41.3 

58.7 

67.8 

48.0 

56.2 

66.3 

44.3 

36.0 

18.9 

56.1 

32.0 

18.3 

48.0 

34.1 

19.1 

51.7 

0% 50% 100%

全体【n=1000】

意向あり【n=540】

意向なし【n=460】

全体【n=1000】

意向あり【n=540】

意向なし【n=460】

全体【n=1000】

意向あり【n=540】

意向なし【n=460】

◆どの程度、購買時に考慮するか＜商品＞ （各単一回答形式）

競合商品より多少高かったり、多少不便だったりしても、優先して買いたい

競合商品と同程度の価格・品質であれば、優先して買いたい

優先して買いたいとは思わない(購買時に考慮しない)

売上の一部を寄附する商品

社
会

貢
献

意
向

※原料や製品を適正な価格・長期的な取引で購入し、生産者を支援していることを保証するマーク

64.0

81.1

43.9

68.0

81.7

51.9

65.9

80.9

48.2

優先して

買いたい

(計)

社
会

貢
献

意
向

社
会

貢
献

意
向

環境負荷に配慮した商品(エコパッケージなど)

フェアトレードマーク(※)のついた商品
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では、このような社会貢献活動に力を入れている企業に対する“ブランド買い”はどの程度あるのでしょうか。

《社会貢献活動に力を入れている企業の商品》では、『優先して買いたい』が 62.4%、《不祥事を起こしていない企

業の商品(競合他社がブラック企業など、問題のある企業)》では、『優先して買いたい』が63.7%となりました。また、

《不祥事を起こしていない企業の商品》では、「競合商品より多少高かったり、多少不便だったりしても、優先して買

いたい」が 13.3%と、今回質問した項目の中で最も高くなっています。“コーズ・リレーテッド・マーケティング”と呼ば

れるような、企業が社会貢献活動を行うことを自社のブランディングに役立てる手法に一定の効果が窺えた一方

で、ブラック企業などの社会的に悪影響を及ぼす企業に対する“不買”意識を強く持つ方が存在することが窺えま

した。 

7.5

10.0

8.0

6.4

5.6

13.3

15.2

15.6

12.4

10.0

54.9 

49.2 

49.6 

53.6 

67.2 

50.4 

47.2 

46.8 

45.6 

62.0 

37.6 

40.8 

42.4 

40.0 

27.2 

36.3 

37.6 

37.6 

42.0 

28.0 

0% 50% 100%

全体【n=1000】

20代【n=250】

30代【n=250】

40代【n=250】

50代【n=250】

全体【n=1000】

20代【n=250】

30代【n=250】

40代【n=250】

50代【n=250】

◆どの程度、購買時に考慮するか＜企業＞ （各単一回答形式）

競合商品より多少高かったり、多少不便だったりしても、優先して買いたい

競合商品と同程度の価格・品質であれば、優先して買いたい

優先して買いたいとは思わない(購買時に考慮しない)

62.4

59.2

57.6

60.0

72.8

63.7

62.4

62.4

58.0

72.0

優先して

買いたい

(計)社会貢献活動に力を入れている企業の商品

年
代
別

不祥事を起こしていない企業の商品(競合他社がブラック企業など、問題のある企業)

年
代
別
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それでは、具体的にはどのような企業が社会貢献活動に力を入れていると感じているのでしょうか。“日本で一

番社会貢献活動に力を入れている”と感じる企業名を自由回答形式で聞いたところ、1位は「トヨタ自動車」(124人)、

2 位は「サントリー」(55 人)となりました。これらの企業は日本をリードする社会貢献活動を行う企業として、ビジネ

スパーソンから注目されているようです。 

他方で、「社会貢献活動に力を入れている企業名が思いつかない・知らない」と回答した方が 549 人と、全体の

半数以上となりました。日本国内で社会貢献活動の面で突出した取り組みを行っている企業がないと感じている

方が多いことや企業の社会貢献活動に注目する意識が育っていないことの表れかもしれません。 

0% 50% 100%

全体【n=1000】

◆“日本で一番社会貢献活動に力を入れている”と感じる企業名 （自由回答形式）

451人
549人

具体的企業名を回答

社会貢献活動に力を入れている企業名が

思いつかない・知らない

124 

55 

19 

17 

17 

17 

15 

12 

10 

8 

0人 50人 100人 150人

トヨタ自動車

サントリー

キリン

JT(日本たばこ産業)

ソフトバンク

ユニクロ

イオン

日本赤十字社

ヤマト運輸

パナソニック 全体【n=1000】

※上位10位まで抜粋

※全体【n=1000】
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本ニュースレターの内容の転載にあたりましては、 

「メディケア生命調べ」と付記のうえ 

ご使用くださいますよう、お願い申し上げます。 
 

 

 

 

メディケア生命保険株式会社 営業企画部 担当：半羽、西山 

TEL ：03-5809-8317 

受付時間   ：10 時 00 分～17時 30 分（月～金） 
 

 

 

 

組織名 ：メディケア生命保険株式会社 

代表者名 ：取締役社長 高尾 延治 

設立 ：平成 21年 10 月 1日 

所在地 ：東京都江東区深川 1-11-12 住友生命清澄パークビル 

事業内容 ：生命保険業 

◆調査概要◆ 

 
◆調査タイトル：ソーシャルビジネス・社会貢献活動に関する意識調査 
 
◆調査対象： ネットエイジアリサーチのモニター会員を母集団とする 

20～59歳のビジネスパーソン（自営業・自由業、アルバイト・パートを除く就業者） 
 
◆調査期間：2015年3月30日～2015年3月31日 
 
◆調査方法：インターネット調査 
 
◆調査地域：全国 
 
◆有効回答数：1,000サンプル（有効回答から性年代が均等になるよう1,000サンプルを抽出） 
 
◆実施機関：ネットエイジア株式会社 

 
調査協力機関： ネットエイジア株式会社 

■メディケア生命保険株式会社 概要■ 

■報道関係の皆様へ■ 

■本調査に関するお問合せ窓口■ 
 


